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渡
辺
澄
夫
・
喜
多
芳
之
編

大
和
国
若
槻
庄
史
料
　
第
一
巻

　
興
福
寺
大
乗
院
領
大
和
国
若
槻
荘
は
、
畿
内
均

等
名
荘
園
の
典
型
と
し
て
、
ま
た
散
村
形
態
か
ら

環
濠
聚
落
を
形
成
し
た
荘
圏
と
し
て
、
夙
に
著
名

で
あ
り
、
現
在
の
大
和
郡
山
市
若
槻
町
は
、
早
蒔

の
面
影
を
よ
く
今
臓
に
伝
え
て
い
る
。

　
編
者
の
一
人
、
渡
辺
氏
は
、
嶺
若
槻
荘
を
分
析

の
中
心
に
据
え
た
論
文
「
畿
内
型
庄
園
の
名
構
造

に
関
す
る
一
試
論
」
　
（
史
学
研
究
四
六
号
〉
・
「
大

和
平
野
に
お
け
る
環
濠
聚
落
の
形
成
と
郷
村
制
と

の
関
係
」
　
（
同
五
〇
号
）
を
、
昭
和
二
六
・
八
年

に
公
表
し
て
右
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
の
を
初

め
、
爾
来
、
畿
内
荘
園
の
研
究
に
、
特
に
精
力
的

に
取
組
ん
で
来
ら
れ
た
し
、
そ
の
成
果
は
、
氏
の

著
書
『
増
訂
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
上
・
下
熱
ハ
昭

和
四
四
・
五
年
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

今
度
、
か
か
る
魔
大
な
史
料
集
の
刊
行
を
企
て
ら

れ
た
訳
で
、
氏
の
た
ゆ
ま
ぬ
学
究
に
、
ま
ず
敬
意

を
表
し
た
い
。
ま
た
喜
多
氏
は
、
当
地
旧
庄
屋
の

家
に
生
ま
れ
、
農
業
を
営
み
、
地
元
大
和
郡
山
市

市
議
会
議
長
や
奈
良
県
市
会
議
長
会
議
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
た
が
、
そ
の
傍
ら
郷
土
史
の
研
究
を
続

け
て
来
ら
れ
た
篤
学
の
士
で
あ
る
。

　
さ
て
本
書
は
、
古
代
・
中
世
篇
（
約
三
四
〇
頁
）

と
近
世
篇
（
土
地
関
係
、
約
一
七
〇
頁
）
と
か
ら

な
っ
て
い
る
。
近
世
篇
に
は
、
喜
多
氏
が
自
家
の

土
蔵
よ
り
発
見
し
、
整
理
・
筆
写
を
行
な
っ
て
来

ら
れ
た
庄
家
時
代
の
史
料
の
中
、
土
地
関
係
史
料
、

即
ち
文
禄
四
年
一
享
保
七
年
の
若
槻
村
検
地
帳
が

収
録
さ
れ
て
い
る
（
他
に
、
多
門
院
日
記
・
春
日

神
社
文
書
か
ら
の
引
用
史
料
も
収
め
る
）
。
こ
の

他
、
続
い
て
刊
行
予
定
の
第
二
巻
に
は
検
地
帳
類

の
残
り
と
水
利
関
係
史
料
を
、
第
三
巻
に
は
貢
租
・

村
方
等
と
近
代
の
地
租
改
正
関
係
史
料
を
収
め
る

計
画
で
あ
る
と
い
う
。

　
古
代
・
中
世
篇
は
、
諸
種
の
記
録
・
文
書
を
博

捜
し
、
若
槻
荘
に
関
係
す
る
記
載
を
綱
羅
的
に
収

集
、
編
年
的
に
配
列
し
て
い
る
（
但
し
、
古
代
は

文
漁
里
通
の
み
）
。
し
か
も
史
料
選
択
の
基
準
は
、

単
に
若
槻
荘
の
名
辞
に
留
ま
ら
ず
、
史
料
掲
載
或

は
駐
の
形
で
、
大
乗
院
の
荘
園
支
配
、
室
町
幕
府

や
織
豊
政
権
の
奈
良
支
配
、
戦
国
期
に
於
け
る
若

槻
荘
下
司
番
条
氏
等
国
衆
の
動
向
な
ど
、
折
に
触

れ
て
記
し
、
当
荘
を
め
ぐ
る
情
勢
の
理
解
を
促
す
。

殊
に
私
の
如
き
初
学
の
者
に
と
っ
て
は
、
有
難
い

限
り
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
篇
に
収
め
ら
れ
た
若

干
の
史
料
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
明
月
記
建
仁
三
年
三
月
七
日
条
（
二
号
）
に
み

え
る
「
若
槻
庄
」
は
、
こ
れ
翅
、
当
課
罎
と
同
一

か
否
か
確
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
長
禄
二
年
十
一
月
十
五
日
条
（
本
書
八
○
頁
）

の
記
事
を
勘
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
の
荘

園
で
あ
る
事
実
は
、
ほ
ぼ
闘
違
い
な
い
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
従
っ
て
、
明
月
記
前
掲
条
は
大
和
国

若
槻
荘
に
関
す
る
初
見
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
本
書
巻
末
解
説
五
二
一
頁
）
。
徳
治
二
年
の
若
槻

下
土
帳
（
七
号
）
は
、
最
初
に
挙
げ
た
渡
辺
氏
の

論
文
に
点
て
、
詳
細
な
分
析
が
加
え
ら
れ
た
文
書

で
あ
り
、
そ
の
記
載
内
容
か
ら
、
徳
治
二
年
及
び

そ
れ
以
前
の
荘
國
内
部
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
若
槻
荘
、
ひ
い
て
は
均
等
名
荘
園
研
究
の
際

の
、
最
も
基
本
的
な
史
料
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

今
回
、
広
く
一
般
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
た
の
は
、

実
に
悦
ば
し
い
。
康
正
二
年
正
月
御
兵
士
引
付
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（一

纃
?
）
も
興
味
深
い
。
と
こ
ろ
で
本
篇
の
大

半
（
号
数
に
し
て
七
割
弱
）
は
、
刊
本
『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
、
同
書
は
全
｝
二
冊
に
及
ぶ
大
部
な
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
九
冊
目
ま
で
に
つ
い
て
は
、

日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
の
編
に
な
る
索
引

が
作
ら
れ
、
既
に
巷
間
に
流
布
し
て
い
る
。
だ
が

そ
の
こ
と
は
、
本
書
の
価
値
を
少
し
も
慶
め
は
し

な
い
。
本
書
が
広
い
視
野
に
立
っ
て
史
料
を
集
め
、

か
つ
『
索
引
』
が
数
え
る
以
上
に
精
緻
を
尽
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
来
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
優
れ
た

史
料
集
の
内
容
の
ご
く
｝
部
で
し
か
な
い
。
本
書

が
そ
の
巻
末
に
、
所
収
史
料
及
び
若
槻
荘
に
つ
い

て
の
簡
明
に
し
て
要
領
を
得
た
解
説
を
載
せ
、
併

せ
て
今
後
の
問
題
点
を
提
示
し
て
い
る
の
も
、
所

収
史
料
理
解
の
良
き
手
助
け
と
な
ろ
う
。
そ
の
う

え
別
醐
と
し
て
、
徳
治
二
年
の
条
里
坪
付
図
（
仮

称
）
、
嘉
元
四
年
横
田
三
二
帳
、
若
槻
町
小
字
図

並
び
に
付
近
航
空
写
真
、
大
和
郡
山
市
付
近
の
条

里
と
荘
園
地
図
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
何
れ
の
印

刷
も
鮮
明
で
あ
る
。
編
者
の
周
到
な
配
慮
に
感
嘆

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
及
び
続
巻
の
充
分
な

活
用
は
、
均
等
名
荘
園
や
、
荘
園
制
下
の
村
落
か

ら
近
世
村
落
へ
の
転
換
を
め
ぐ
る
問
題
解
明
に
、

必
ず
や
多
く
の
寄
与
を
為
す
に
違
い
な
い
。

　
最
後
に
若
し
許
さ
れ
る
な
ら
、
望
蜀
の
言
を
二
・

三
述
べ
さ
せ
て
戴
き
た
い
。
雁
罪
な
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
か
ら
の
史
料
採
集
が
、
行
き
届
い
た
配
慮

の
下
に
、
し
か
も
厳
密
に
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実

は
前
述
し
た
が
、
反
面
、
　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記

索
引
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
書

に
収
録
さ
れ
な
い
箇
所
が
、
時
と
し
て
見
当
ら
ぬ

で
は
な
い
。
他
に
、
未
だ
『
索
引
』
が
学
界
に
提

供
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
は
あ
る
が
、
明
応
八
年

十
二
月
十
三
日
条
も
採
っ
て
欲
し
か
っ
た
も
の
の

｝
つ
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
ら
の
記
載
は
、
或
は
何

ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
故
意
に
割
愛
さ
れ
た
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
然
る
べ
き
理
由
を
見
出
し
得
な

か
っ
た
の
で
、
気
が
付
い
た
ま
ま
に
記
さ
せ
て
戴

い
た
。
身
未
熟
な
る
が
敷
の
独
断
に
基
づ
き
、
不

当
な
非
難
を
加
え
る
結
果
に
な
り
は
し
な
い
か
と

恐
れ
て
い
る
。
次
に
渡
辺
氏
の
著
書
で
は
、
荘
内

三
二
坪
の
石
二
期
田
地
面
積
が
、
徳
治
二
年
の
土

帳
と
坪
付
図
と
で
は
異
な
る
様
に
述
べ
て
い
る
が

（
前
掲
著
、
上
六
七
一
八
頁
）
、
こ
の
史
料
集
で

見
る
限
り
、
共
に
三
反
半
で
異
同
は
な
い
（
本
書

二
二
頁
及
び
付
録
）
。
如
何
な
る
訳
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
他
、
誤
植
・
脱
漏
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
、

ま
ま
見
う
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
四
六
頁
九
行
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

「
反
米
八
升
五
合
」
は
「
反
米
八
斗
五
合
」
で
あ

ろ
う
し
、
九
〇
頁
最
後
の
行
「
若
槻
訂
正
願
石
目

君
門
」
・
九
一
頁
「
継
舜
」
は
、
そ
れ
が
拠
る
と

こ
ろ
の
刊
本
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

「
若
槻
庄
正
鼠
穴
殿
負
所
米
」
・
「
縁
舜
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
勝
手
な
言
辞
を
連
ね
た
が
、
そ
れ
ら
は

何
れ
も
些
細
な
事
柄
に
属
し
、
本
書
の
優
れ
た
史

料
集
と
し
て
の
価
値
を
、
多
少
と
も
損
う
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
。
末
尾
な
が
ら
、
本
事
業
遂
行

の
順
調
か
つ
速
か
な
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、

こ
の
拙
い
紹
介
を
終
り
た
い
。

　
　
（
A
5
版
五
三
四
頁
昭
和
四
八
年
三
月
置
吉
用

　
弘
文
館
発
行
　
定
価
五
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
（
杉
橋
隆
夫
・
京
都
大
学
大
学
院
学
生
）
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